
平成 19年 11月

（第 １ 回）

京 都 府 教 育 委 員 会 会 議 録



１ 開 会 平成19年11月８日 午後２時

閉 会 平成19年11月８日 午後２時４０分

２ 出席委員

藤 田 委 員 長 岩 田 委 員

大 橋 委 員 畑 委 員 田 原 教 育 長

３ 欠席委員

冷 泉 委 員

４ 出席事務局職員

勝 間 教育次長 森 永 管理部長

宮 野 指導部長 橋 本 総務企画課長

永 野 教職員課長 桐 村 学校教育課長

北 澤 高校教育課長 太 田 企画情報室長

阿 部 主 幹 廣 田 主 任

林 主 任



５ 議事の大要

（１）開会

委員長が開会を宣告

（２）前会議録の承認

ア １０月分１回の会議録について、全出席委員異議なく、これを承認した。

（３）報告事項

ア 請願・陳情等の受理状況について

「京都の定時制・通信制教育を考えるみんなの会」からの申入れについて(ア)

【報 告】

、 、 、指導部長から 申入れの概要について説明の後 高等学校の募集定員については

、 、関係機関と連携の上 生徒の希望や地域の状況等を総合的に判断して決定しており

平成20年度京都府立高等学校第１学年生徒募集定員については、８月定例教育委員

会において議決いただいている旨の報告があった。

【意見等】

委員から、現時点での中学生の定時制高校への進学希望の状況について質問があ

り、指導部長から、９月時点の希望状況によると定時制高校進学希望者は少ない旨

の説明がされ、少子化が進み生徒数が減少する中、進路希望状況などからも全日制

を増やしていく方向性は妥当と考える旨の意見があった。また、委員長から、教育

委員会の会議の傍聴等に関して発言が聞き取りにくいとの内容もあり、各発言者に

おいて配慮いただきたい旨の指示があった。

イ 全国学力・学習状況調査結果の概要について

【報 告】

指導部長から、平成19年４月24日に小学校第６学年及び中学校第３学年を対象と

、 、 。して実施され 京都府内では公立小学校427校 公立中学校177校が参加をしたこと

調査内容は、教科に関する調査として「国語 「算数・数学」が行われ、併せて生」

活習慣や学習環境等に関する調査が実施されたこと。教科に関する調査結果の概観

としては京都府の子ども達の学力は概ね全国水準を超えていると見られること。問

題種別では知識に関する問題は概ね身についていると考えられるものの、活用に関

する問題については更に身につけさせる必要があると考えられること。今後は、学

識経験者、ＰＴＡ関係者、学校関係者などによる「京の学力向上検討委員会」にお

いて、全国状況との比較分析と個々の出題内容の達成状況等について、詳細な分析

と検討を行っていること。分析結果は今後の改善策と併せて 「学校改善支援プラ、

ン」としてまとめ、資料集の発行など各学校の取り組みを支援していきたい旨の報

告があった。



【意見等】

委員から、全国の公立校において大きな格差はないが、共通して活用する力を問

う部分に課題があり、しっかりと対応をしなければ将来の学力等の伸びに支障がで

るのではないかと感じること。知識に関する問題は正答率が高く、活用に関する問

題は課題が散見されるという傾向に十分留意し、子ども達の将来に役立つ学力を身

につけさせることを考えて、分析や改善策の検討を進めていただきたい旨の意見が

あった。

中央教育審議会教育課程部会「審議のまとめ」の概要についてイ

【報 告】

指導部長から、平成18年12月の教育基本法の改正等を踏まえて、小学校・中学校

・高等学校の各部会、各教科等ごとの専門部会において学習指導要領の改訂に向け

た審議が行われたこと。今回、教育課程部会の審議のまとめが発表され、今後は各

界からの意見聴取等が行われた後、中央教育審議会の答申に向けて作業が進められ

ている旨の説明の後、その概要について報告がなされた。

【意見等】

委員から、小学校で英語を教えることが盛り込まれているが、英語を早い段階で

学ぶよりも、まず国語をしっかりと学び確立させることが大事と感じている旨の意

見があった。

（４）議決事項

平成２０年度教職員人事異動方針についてア 第42号議案

【報 告】

教育長から、平成20年度教職員人事異動を実施するにあたり、その基本方針を策

定するため提出する旨の議案提案がされ、管理部長から、平成20年度教職員人事異

動方針（案）の概要説明の後、平成19年度は京都府の教育改革を一層推進し、教育

効果を更に高めるために学校経営体制の充実を図ることを方針の一つとして加え、

府立学校における副校長のほか、従来の事務部長を事務長に、特別支援学校の部主

事を総括主事とするなどの充実を図ってきたところであること。平成20年度は前年

度の方針を継続し、引き続き本府教育の充実と一層の推進に取り組むこととしたい

旨の説明があった。

【意見等】

委員から、府全体の教育の充実にむけて教職員が一層の力を発揮できることとな

るよう努めていただきたい旨の意見があった。

［原案どおり可決。]

（５）閉会

委員長が閉会を宣告



署 名

藤 田 委員長

冷 泉 委 員

（ 欠 席 ）

岩 田 委 員

大 橋 委 員

畑 委 員

田 原 教育長

事 務 局 職 員


